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  ステアリン酸カルシウム（Ca）、バリウム（Ba）、亜鉛（Zn）、カドミウム（Cd）

及び鉛（Pb）についてのラットを用いた毒性研究。ラットへの胃内投与の結果、急
性毒性の閾値レベルは Cd＞Ba＞Zn＞Pb＞Ca の順に減少し、気管内投与では Cd＞

Ba＞Ca＞Zn＞Pbの順に減少した。 
 

 


